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からは ｢資料提供｣(平成 14年度から ｢施設利用｣と名
称を変更,さらに平成 20年度から ｢随時募集研究｣と
名称を変更)を,また平成6年度からは ｢所外供給｣(平
成 14年度から ｢所外貸与｣と名称を変更し,平成 15年
度で終了)を新設し,現在に至っている.それぞれの研
究課題の概略は以下のとおりである.
｢計画研究｣は,本研究所推進者の企画に基づいて
共同利用研究者を公募するもので,個々の ｢計画研究｣
は3年の期間内に終了し,成果をまとめ,公表を行う.
｢自由研究｣は,｢計画研究｣に該当しないプロジ
ェクトで,応募者の自由な着想と計画に基づき,所内対
応者の協力を得て,継続期間3年を目処に共同研究を実
施する.
｢随時募集研究｣は,資料 (体液,臓器,筋肉,毛皮,
歯牙 ･骨格,排壮物等)を提供して行われる共同研究で
ある.
.平成 20年度の計画課題,応募並びに採択状況は以下
のとおりである.
(1)計画課題
(課題推進者のうち下線は代表者)
1.晴乳類のマクロ形態学と神経生理学を統合した個体
レベル比較生物学の確立
実施予定年度 平成 18年度～20年度
課題推進者 :大石高生,脇田真治,鈴木樹理,毛利俊雄
晴乳類を対象に,個体と外界との相互関係の検討か
らマクロ形態形質を扱い,体内環境を理論化する視点か
ら神経･内分泌メカニズムを検討する.両手法のデータ
をもとに,形態学と生理学を,進化学,行動生態学,考
古･古生物学などの周辺領域を含めて統合し,個体レベ
ル生物学の確立を目指す.
